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平成31年 第１回定例会
３月6日〜３月14日（9日間の会期）

全議案・原案可決

　開会初日（３月６日）本会議に提案された平成31年度境町一般会
計及び６件の特別会計並びに水道事業会計は、予算特別委員会（田山
文雄委員長）を設置し、同委員会に付託されました。
　委員会は、３月11日・12日に開催され、慎重に審査をした結果、
一般会計及びその他の会計について全会一致で可決すべきものと決定
し、３月14日の本会議において委員長報告のとおり全会一致をもっ
て可決され、新年度予算が成立しました。

予算特別委員会を進行する
田山　文雄　委員長

区　　　分 平成31年度 平成30年度 対前年度増減率
境町一般会計 125億8,100万円 110億9,800万円 13.4％

特 
別 
会 
計

坂東市外２か町公平委員会 70万円 70万円 ―

境町国民健康保険事業 29億8,410万円 31億6,200万円 △5.6%

境町後期高齢者医療事業 4億6,870万円 4億5,470万円 3.1％

境町介護保険事業 19億8,240万円 18億9,990万円 4.3％

境町公共下水道事業 9億6,160万円 9億8,600万円 △2.5%

境町農業集落排水事業 2億2,690万円 2億2,760万円 △0.3%

合　　　計 192億540万円 178億2,890万円 7.7%

境町水道事業 平成31年度 平成30年度 対前年度増減率
収益的収入 6億1,336万円 5億9,671万円 2.7％
収益的支出 6億4,755万円 6億4,521万円 0.3％
資本的収入 400万円 400万円 ―
資本的支出 3億3,337万円 3億138万円 10.6％

（資本的収支の不足額については、過年度損益勘定留保資金等で補てんする。）

平成31年度　水道事業会計予算額

平成31年度　会計別予算額
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平成31年第１回定例会審議結果

議案番号 件名 議決年月日 議決結果

議案第１号 境町放課後児童クラブ条例の制定について 平成31年3月14日 原案可決

議案第２号 さかい河岸レストラン茶蔵の設置及び管理に関する条例の制定について 平成31年3月14日 原案可決

議案第３号 境町六次産業化施設の設置及び管理に関する条例の制定に
ついて 平成31年3月14日 原案可決

議案第４号 境町行政組織設置条例の一部を改正する条例案について 平成31年3月14日 原案可決

議案第５号 境町職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正す
る条例案について 平成31年3月14日 原案可決

議案第６号 境町医療福祉費支給に関する条例の一部を改正する条例案
について 平成31年3月14日 原案可決

議案第７号 境町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準
を定める条例の一部を改正する条例案について 平成31年3月14日 原案可決

議案第８号 境町国民健康保険税条例の一部を改正する条例案について 平成31年3月14日 原案可決

議案第９号
境町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営
に関する基準を定める条例等の一部を改正する条例案につ
いて

平成31年3月14日 原案可決

議案第10号 さかい河岸レストラン茶蔵の指定管理者の指定について 平成31年3月14日 原案可決

議案第11号 境町六次産業化施設の指定管理者の指定について 平成31年3月14日 原案可決

同意第１号 境町固定資産評価審査委員会の委員の選任につき同意を求
めることについて 平成31年3月6日 即日

原案同意

同意第２号

～

同意第12号
境町農業委員会の委員の任命につき同意を求めることにつ
いて 平成31年3月6日 即日

原案同意

発議第１号 境町議会予算特別委員会の設置について 平成31年3月6日 即日
原案可決

茨城県後期高齢者医療広域連合議会議員の選挙について 平成31年3月6日 選　　挙

陳情審議結果

議案番号 件名 議決年月日 議決結果

陳情第３号 議会として、「医師養成定員を減らす政府方針の見直しを求め
る意見書」を国に提出することを求める陳情書について 平成31年3月14日 継続審査
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一 般 質 問一 般 質 問

３人の議員が登壇しました

議
席
１
番

鈴
木　

英
明　

議
員

Q  

町
内
の
自
主
防
災
組
織
に
お
け
る

防
災
士
の
現
状
に
つ
い
て
。

A  

関
東
・
東
北
豪
雨
災
害
に
お
け
る

経
験
を
踏
ま
え
、
そ
の
必
要
性
を
十
分
に

認
識
し
、
自
己
負
担
額
を
上
限
３
万
円
と

軽
減
す
る
た
め
平
成
29
年
に
補
助
金
交

付
要
綱
を
制
定
し
、
防
災
士
の
資
格
取

得
促
進
に
努
め
て
お
り
、
現
在
23
名
の

方
が
防
災
士
の
認
証
を
受
け
て
い
る
。

　
　
　
　

（
理
事
兼
防
災
安
全
課
長
）

Q  

女
性
防
災
士
養
成
の
推
進
に
つ
い

て
。

A  

現
在
、
当
町
に
お
い
て
は
４
名
の

女
性
が
防
災
士
の
資
格
を
取
得
さ
れ
て

い
る
。
近
年
の
災
害
に
お
い
て
そ
の
活

躍
が
立
証
さ
れ
て
お
り
、
非
常
に
有
効

か
つ
重
要
と
認
識
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

各
関
係
機
関
や
女
性
消
防
団
員
等
を
中

防
災
に
つ
い
て

平成30年度　会計別補正予算額

会　計 予算現額 補正額 補正後の金額
境町一般会計（承認第１号） 212億1,200万8,000円 1,590万円 212億2,790万8,000円
境町一般会計（承認第２号） 212億2,790万8,000円 1,695万円 212億4,485万8,000円
境町一般会計（議案第12号） 212億4,485万8,000円 △4億2,182万5,000円 208億2,303万3,000円
境町一般会計（議案第25号） 208億2,303万3,000円 3億6,972万2,000円 211億9,275万5,000円

特
別
会
計

境町国民健康保険事業
（議案第13号） 32億6,200万2,000円 △1億3,303万5,000円 31億2,896万7,000円

境町介護保険事業
（議案第14号） 19億8,440万9,000円 961万1,000円 19億9,402万円

境町公共下水道事業
（議案第15号） 11億6,997万2,000円 △759万2,000円 11億6,238万円

平成30年度　水道事業会計補正予算額（議案第16 号）

境町水道事業 予算現額 補正額 補正後の金額
収益的収入 5億9,670万9,000円 0円 5億9,670万9,000円
収益的支出 6億4,521万1,000円 564万9,000円 6億5,086万円

心
に
、
制
度
説
明
、
意
識
啓
発
に
よ
る

受
験
促
進
に
努
め
て
い
く
。

１番　議席１番　鈴木 英明 議員
⑴防災について
⑵農業振興について

２番　議席5 番　櫻井 実 議員
⑴防災・減災対策について
⑵児童虐待防止策について

３番　議席10 番　田山 文雄 議員
⑴持続可能な開発のための目標（SDGｓ）
について
⑵食品ロス削減に向けての取組について
⑶英語教育について
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Q  
防
災
ア
プ
リ
の
普
及
状
況
に
つ
い

て
。

A  

防
災
ア
プ
リ（
S
a
k
a
i
n
f
o
）

の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
数
は
、
３
月
１
日
現

在
、
１
，
０
６
４
件
で
約
４
．
４
％
程

度
で
あ
る
。
今
後
も
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
全

戸
配
布
等
に
よ
り
周
知
及
び
登
録
推
進

に
努
め
る
と
共
に
、
高
校
生
を
対
象
と

し
た
防
災
ア
プ
リ
の
導
入
も
検
討
し
て

い
く
。

　
　
　
　

（
理
事
兼
防
災
安
全
課
長
）

Q  

農
業
サ
ポ
ー
タ
ー
制
度
の
調
査
・

研
究
の
経
過
に
つ
い
て
。

A  

当
町
で
は
地
方
創
生
推
進
交
付
金

を
活
用
し
、
様
々
な
農
業
分
野
の
課
題

を
解
決
す
る
た
め
の
取
組
を
実
施
し
て

お
り
、
そ
の
取
組
の
一
つ
と
し
て
農
業
サ

ポ
ー
タ
ー
制
度
の
構
築
を
検
討
し
て
い

る
。
今
後
に
つ
い
て
も
非
農
業
者
に
向
け

て
サ
ポ
ー
タ
ー
制
度
に
関
す
る
周
知
や

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
、
農
業
者
や

関
係
機
関
も
交
え
当
町
に
適
し
た
制
度

と
な
る
よ
う
更
に
調
査
・
研
究
を
進
め

て
い
く
。　
　
　
　
（
建
設
農
政
部
長
）

農
業
振
興
に
つ
い
て

議
席
５
番

櫻
井　

実　

議
員

Q  
新
た
な
広
域
避
難
所
確
保
の
必
要

性
に
つ
い
て
。

A 

約
６
，
０
０
０
世
帯
に
対
す
る
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
（
回
収
率
84
％
）
の
結

果
、
75
％
の
町
民
の
方
々
が
親
戚
や
友

人
宅
を
避
難
所
と
し
て
確
保
し
て
い
る

と
の
回
答
で
あ
っ
た
。
ま
た
当
町
で
は
、

古
河
市
と
坂
東
市
の
各
１
か
所
を
広
域

避
難
所
と
し
て
指
定
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
必
要
数
は
確
保
で
き
て
い
る
と
考

え
て
い
る
。

　
　
　
　

（
理
事
兼
防
災
安
全
課
長
）

Q 

要
配
慮
者
の
福
祉
避
難
所
の
場
所

等
に
つ
い
て
。

A 

当
町
で
は
、
町
内
４
施
設
を
福
祉

避
難
所
に
指
定
し
て
い
る
が
、
近
年
の

災
害
で
は
福
祉
避
難
所
を
公
表
す
る
こ

防
災
・
減
災
対
策
に
つ
い
て

と
に
よ
り
、
一
般
の
避
難
者
が
殺
到
し

要
配
慮
者
が
避
難
で
き
な
か
っ
た
事
例

が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
福
祉
避
難
所
の

全
て
を
公
表
し
て
い
な
い
。
現
在
、
避

難
者
全
員
が
１
次
避
難
と
し
て
一
般
の

避
難
所
に
避
難
し
、
そ
の
中
で
援
護
が

必
要
な
要
配
慮
者
を
医
療
相
談
等
に
よ

り
振
り
分
け
、
２
次
避
難
と
し
て
福
祉

設
備
の
整
っ
た
施
設
や
病
院
に
移
送
す

る
方
法
が
主
流
と
な
っ
て
お
り
、
当
町

で
も
そ
の
方
向
で
対
応
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。

　
　
　
　

（
理
事
兼
防
災
安
全
課
長
）

Q 

逃
げ
時
マ
ッ
プ
の
進
捗
状
況
及
び

マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
作
成
の
普
及
に

つ
い
て
。

A 

逃
げ
時
マ
ッ
プ
は
、
３
月
末
に
完

成
し
４
月
に
全
世
帯
に
配
付
で
き
る
と

考
え
て
い
る
。
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン

の
作
成
に
つ
い
て
は
、
県
の
災
害
カ
ー

ド
作
成
事
業
を
活
用
し
な
が
ら
、
逃
げ

時
マ
ッ
プ
の
普
及
・
説
明
と
併
せ
て
作

成
支
援
を
行
い
た
い
。

　
　
　
　

（
理
事
兼
防
災
安
全
課
長
）

Q 
外
国
人
労
働
者
の
拡
大
に
伴
う

「
外
国
語
防
災
手
引
き
な
ど
の
作
成
・

配
布
」
の
取
組
に
つ
い
て
。

A 

当
町
に
は
９
０
０
人
以
上
の
外
国

人
が
在
住
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
世
界

共
通
語
で
あ
る
英
語
に
よ
る
外
国
人
対

Q 

児
童
虐
待
の
現
況
と
未
然
防
止
対

策
に
つ
い
て
。

A 

本
町
で
は
、
平
成
30
年
２
月
末
現

在
22
件
の
相
談
を
受
け
て
お
り
、
虐
待

が
疑
わ
れ
る
児
童
に
対
し
て
は
、
通
告

義
務
に
従
い
教
育
委
員
会
、
子
ど
も
未

来
課
、
児
童
相
談
所
に
通
告
し
て
い
る
。

未
然
防
止
対
策
と
し
て
、
主
任
児
童
委

員
と
職
員
に
よ
る
必
要
に
応
じ
た
家
庭

訪
問
の
実
施
、
ま
た
、
児
童
相
談
所
や

医
療
機
関
、
学
校
関
係
者
と
個
別
ケ
ー

ス
検
討
会
議
を
定
期
的
に
開
催
し
て
い

る
。
各
自
治
体
で
は
、
相
談
体
制
の
強

化
を
目
的
に
、
２
０
２
２
年
度
ま
で
に

全
て
の
子
ど
も
と
そ
の
家
族
及
び
妊
婦

等
に
対
し
て
、
専
門
的
な
相
談
や
訪
問

等
に
よ
る
支
援
を
継
続
的
に
行
う
た
め

「
子
ど
も
家
庭
総
合
支
援
拠
点
」
の
設

置
が
義
務
付
け
ら
れ
て
お
り
、
当
町
に

お
い
て
は
、
本
年
４
月
１
日
か
ら
運
用

開
始
で
き
る
よ
う
進
め
て
い
る
。　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
福
祉
部
長
）

児
童
虐
待
防
止
策
に
つ
い
て

心
に
、
制
度
説
明
、
意
識
啓
発
に
よ
る

受
験
促
進
に
努
め
て
い
く
。

応
体
制
確
立
の
取
組
と
し
て
、
防
災
ア

プ
リ
（
S
a
k
a
i
n
f
o
）
を
英
語

で
の
伝
達
が
可
能
と
な
る
よ
う
バ
ー

ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
を
進
め
て
い
る
。

　
　
　
　

（
理
事
兼
防
災
安
全
課
長
）

−5−



Q 
小
中
学
校
に
お
け
る
児
童
虐
待

や
い
じ
め
の
把
握
に
つ
い
て
。

A 
児
童
生
徒
の
健
康
状
態
の
日
常

的
な
観
察
や
健
康
診
断
、
保
健
室
で

の
健
康
相
談
に
よ
り
心
身
の
状
態
を

把
握
す
る
と
共
に
家
庭
訪
問
に
よ
り

家
庭
状
況
の
把
握
に
も
務
め
て
お
り
、

さ
ら
に
訴
え
や
す
い
環
境
を
作
る
た

め
学
校
生
活
ア
ン
ケ
ー
ト
を
定
期
的

に
実
施
し
て
い
る
。
教
育
委
員
会
で

は
、
生
徒
指
導
担
当
教
員
や
児
童
委

員
を
対
象
に
虐
待
の
基
本
的
事
項
や

児
童
虐
待
を
早
期
に
発
見
す
る
施
策

と
し
て
児
童
相
談
所
の
指
導
員
を
講

師
に
招
聘
し
研
修
を
実
施
し
て
い
る
。

今
後
と
も
、
ど
こ
の
学
校
で
も
ど
の

児
童
生
徒
に
も
起
こ
る
可
能
性
が
あ

る
と
い
う
意
識
で
早
期
発
見
に
努
め

た
い
。　
　
　
　
　

（
教
育
次
長
）

議
席
10
番田

山　

文
雄　

議
員

持
続
可
能
な
開
発
の
た
め
の

目
標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
に
つ
い
て

Q  

国
連
サ
ミ
ッ
ト
に
お
い
て
、
貧

困
や
格
差
を
な
く
し
、
気
候
変

動
、
健
康
増
進
、
教
育
の
拡
充
、
経

済
成
長
な
ど
の
課
題
解
決
に
向
け

２
０
３
０
年
の
達
成
を
目
指
し
て
取

組
む
国
際
的
な
目
標
が
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
で

あ
る
が
、
当
町
と
し
て
の
認
識
、
取

組
に
つ
い
て
。

A 

当
町
と
し
て
も
し
っ
か
り
取
組

む
考
え
で
あ
り
、
第
６
次
境
町
総
合

計
画
の
基
本
構
想
に
盛
り
込
ん
で
い

る
。
そ
の
他
、
来
年
度
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

モ
デ
ル
事
業
選
定
に
つ
い
て
応
募
を

し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
も
町
と

し
て
、
し
っ
か
り
取
組
ん
で
い
き
た

い
。　
　
　
　
　
　
　
　

（
町
長
）

食
品
ロ
ス
削
減
に
向
け
て
の

取
組
に
つ
い
て

Q 

日
本
で
は
年
間
２
，
８
０
０
万

ト
ン
の
食
品
廃
棄
物
が
出
て
お
り
、

こ
の
う
ち
６
４
６
万
ト
ン
の
食
品
ロ

ス
が
発
生
し
て
い
る
。
世
界
中
で
飢

餓
に
苦
し
む
人
々
に
向
け
て
援
助

さ
れ
て
い
る
食
料(

年
間
３
２
０
万

ト
ン)

の
２
倍
に
も
な
っ
て
い
る
が
、

学
校
給
食
の
ロ
ス
を
含
め
当
町
に
お

け
る
取
組
に
つ
い
て
。

A 

今
後
Ｈ
Ｐ
に
お
い
て
、
食
品
ロ
ス

の
啓
発
並
び
に
広
報
紙
で
の
特
集
を

行
っ
て
い
き
た
い
。
フ
ー
ド
バ
ン
ク

Q  

全
小
中
学
校
に
お
い
て
、フ
ィ

リ
ピ
ン
人
の
英
語
教
師
に
よ
る
英
語

教
育
が
開
始
さ
れ
約
１
年
に
な
る
が
、

現
状
や
課
題
、今
後
の
取
組
に
つ
い
て
。

A 

英
語
に
慣
れ
親
し
む
時
間
を
確

保
し
英
語
力
を
し
っ
か
り
修
得
す
る

た
め
、
英
語
授
業
に
と
ら
わ
れ
な
い

英
語
活
動
を
実
施
し
て
お
り
、
全

児
童
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
お
い
て
84
．

７
％
の
高
い
満
足
度
と
な
っ
て
い
る

が
、
さ
ら
な
る
学
習
満
足
度
の
向
上

を
目
標
に
取
り
組
ん
で
い
く
。
ま
た
、

今
年
度
か
ら
英
検
の
全
額
補
助
を
実

施
し
て
い
る
が
、
受
験
率
が
小
学
校

９
．
１
％
、
中
学
校
23
．
３
％
と

な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
受
験
率
の

向
上
を
図
っ
て
い
き
た
い
。
さ
ら
に

来
年
度
に
は
、
１
名
の
フ
ィ
リ
ピ
ン

人
講
師
を
加
え
、
職
員
及
び
町
民
の

方
を
対
象
と
し
た
英
会
話
教
室
等
を

実
施
し
て
い
く
。
財
源
に
つ
い
て
は
、

国
の
交
付
税
措
置
に
よ
り
持
続
的
に

確
保
で
き
る
事
業
で
あ
る
。　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
町
長
）

英
語
教
育
に
つ
い
て

平 成31年 第 １ 回 臨 時 会平 成31年 第 １ 回 臨 時 会
４月２日召集　全議案・原案可決

議案番号 件名 議決年月日 議決結果

承認第３号 専決処分の承認を求めることについて
（境町税条例の一部改正） 平成31年4月2日 即日

原案承認

議案第26号 工事請負契約の締結について 平成31年4月2日 即日
原案可決

会　　計 予算現額 補正額 補正後の金額
境町一般会計

（承認第４号） 211億9,275万5,000円 2,268万円 212億1,543万5,000円

な
ど
の
循
環
型
社
会
や
啓
発
バ
ッ
ク

（
持
ち
帰
り
バ
ッ
ク
）
普
及
な
ど
も
必

要
と
考
え
て
い
る
。　　
（
町
長
）
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永
岡
桂
子
文
部
科
学
副
大
臣

表
敬
訪
問
及
び
研
修

議
会
活
動

　

境
町
議
会
で
は
、
２
月
５
日
に
議
会

全
体
研
修
と
し
て
、
町
執
行
部
５
名
と

共
に
、
永
岡
桂
子
文
部
科
学
副
大
臣

を
表
敬
訪
問
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
そ
の
後
、
同
副
大
臣
の
紹
介
に
よ

り
、
衆
議
院
第
二
議
員
会
館
に
お
い
て

内
閣
府
、
文
部
科
学
省
、
厚
生
労
働
省

の
職
員
を
招
き
、
幼
児
教
育
無
償
化
制

度
に
つ
い
て
の
研
修
を
行
っ
て
ま
い
り

ま
し
た
。

　

幼
児
教
育
の
無
償
化
制
度
と
は
、
３

歳
か
ら
５
歳
ま
で
の
保
育
料
等
に
つ
い

て
、
所
得
制
限
な
し
で
無
償
化
し
、
ま

た
、
０
歳
か
ら
２
歳
の
乳
幼
児
に
お
い

て
は
、
住
民
税
非
課
税
世
帯
を
対
象
と

し
て
利
用
料
を
無
償
化
す
る
も
の
で
あ

り
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
本
年
10
月
に
予
定
さ
れ
て

い
る
消
費
税
率
の
引
き
上
げ
に
よ
る
財

源
を
活
用
し
、
生
涯
に
わ
た
る
人
格
形

成
の
基
礎
を
培
う
幼
児
教
育
の
重
要
性

に
着
目
し
、
子
育
て
世
代
に
対
す
る
幼

児
教
育
費
の
負
担
軽
減
を
図
る
国
の
少

子
化
対
策
事
業
の
一
環
で
あ
り
ま
す
。

　

当
議
会
で
は
、
さ
ら
に
研
修
を
重
ね
、

「
子
育
て
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
」
に

よ
る
人
口
増
加
に
取
組
ん
で
い
る
町
当

局
と
連
携
し
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
共
和
国

マ
リ
キ
ナ
市
訪
問

　

２
月
18
日
・
19
日
に
姉
妹
都
市
で
あ

る
マ
リ
キ
ナ
市
を
橋
本
町
長
、
坂
東
太

郎
の
青
谷
会
長
ら
と
共
に
、
町
議
会
を

代
表
し
て
倉
持
議
長
が
訪
問
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。
今
回
の
訪
問
で
は
、
マ
リ

キ
ナ
市
立
大
学
の
創
立
記
念
行
事
の
中

で
、
青
谷
会
長
に
よ
る
記
念
講
演
が
行

わ
れ
、
橋
本
町
長
と
青
谷
会
長
が
同
大

学
の
客
員
教
授
と
し
て
任
命
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
消
防
自
動
車
の
寄
贈
式
が

挙
行
さ
れ
、
町
消
防
団
に
よ
る
操
作
説

明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

さ
し
ま
茶
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　

「
さ
し
ま
茶
」
の
ル
ー
ツ
に
関
す
る

調
査
研
究
を
委
託
し
て
い
る
麗
澤
大
学

に
お
い
て
、
２
月
27
日
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
が
開
催
さ
れ
議
員
６
名
で
参
加
し
て

ま
い
り
ま
し
た
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、

さ
し
ま
茶
の
輸
出
の
歴
史
及
び
、
日
本

茶
市
場
の
状
況
と
さ
し
ま
茶
へ
の
需
要

に
関
す
る
調
査
研
究
報
告
の
後
、
さ
し

ま
茶
産
地
に
お
け
る
お
茶
に
よ
る
ま
ち

づ
く
り
の
「
こ
れ
ま
で
」
と
「
こ
れ
か

ら
」
を
テ
ー
マ
に
、
橋
本
正
裕
境
町
長
、

沖
山
充
麗
澤
大
学
客
員
研
究
員
、
石
山

嘉
之
さ
し
ま
茶
協
会
会
長
ら
に
よ
る

ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
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◎
広
報
編
集
委
員
会

　

委
員
長　
　

岩
﨑　
　

博

　

副
委
員
長　
　

飯
田　
　

進

　

委　
　

員　
　

須
藤　

信
吉

　

委　
　

員　
　

相
良　

昌
宏

　

委　
　

員　
　

鈴
木　

英
明

福
島
県
川
俣
町
と
の
締
結
式

　

２
月
28
日
に
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
共
和
国

駐
日
大
使
館
に
お
い
て
、
福
島
県
伊
達

郡
川
俣
町
と
の
友
好
交
流
都
市
協
定
が

締
結
さ
れ
ま
し
た
。
川
俣
町
と
境
町
に

お
い
て
は
互
い
に
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
共
和

国
と
の
長
い
交
流
を
継
続
し
て
お
り
、

２
０
２
０
年
東
京
五
輪
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
で
の
同
国
選
手
の
受
け
入
れ
等
、

今
後
様
々
な
分
野
に
お
い
て
交
流
を
深

め
て
ま
い
り
ま
す
。

境
町
消
防
春
季
点
検
式

　

３
月
２
日
に
平
成
31
年
境
町
消
防
春

季
点
検
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

１
日
点
検
官
や
橋
本
町
長
、
加
藤
団

長
ら
と
共
に
、
人
員
・
姿
勢
・
服
装
及

び
機
械
器
具
の
点
検
を
行
い
ま
し
た
。

片
山
さ
つ
き
内
閣
府
特
命

担
当
大
臣
に
よ
る
町
内
視
察

　

３
月
９
日
に
片
山
さ
つ
き
地
方
創
生

担
当
相
に
よ
る
茨
城
県
内
の
視
察
が
行

わ
れ
、
当
町
に
お
い
て
は
隈
研
吾
氏
の

町
内
視
察

　

定
例
会
最
終
日
で
あ
る
３
月
14
日
に
、

横
塚
行
政
区
か
ら
要
望
書
が
提
出
さ
れ

て
い
る
国
道
４
号
線
及
び
、
町
へ
の
寄

付
依
頼
が
あ
っ
た
茨
城
県
土
地
改
良
事

業
団
体
連
合
会
県
西
事
業
所
境
出
張
所

設
計
に
よ
り
、
道
の
駅
に
新
た
に
オ
ー

プ
ン
す
る
「
茶
蔵
」
に
お
い
て
視
察
が
行

わ
れ
町
執
行
部
並
び
に
倉
持
議
長
ら
に

よ
る
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

跡
地
、
並
び
に
当
町
へ
の
ふ
る
さ
と
納

税
寄
付
者
向
け
に
、
境
町
の
体
験
型
宿

泊
施
設
と
し
て
提
供
す
る
サ
ン
コ
ー
ポ

ラ
ス
長
田
住
宅
の
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

　

国
道
４
号
線
に
お
い
て
は
、
道
路
の

損
傷
に
よ
る
振
動
及
び
騒
音
に
よ
っ
て

地
域
住
民
の
暮
ら
し
に
影
響
が
出
て
い

る
こ
と
か
ら
、
議
会
と
い
た
し
ま
し
て

も
町
と
共
に
早
期
改
修
に
向
け
要
望
し

て
ま
い
り
ま
す
。
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